歴史まちづくり活動 概要シート　記入要領


１事例につき原則１枚、最大２枚以内で作成して頂きますようお願いします。

情報提供の内容に応じて、活動グループ紹介（組織紹介）または活動紹介（具体的な活動事例紹介）のいずれかにチェックを入れてください。

キーワード欄には#(ハッシュタグ)をつけて、年代、適用法制度（重要文化財、登録有形文化財、重要伝統的建造物群保存地区、景観地区、地区計画など）、人材育成（ヘリテージマネージャー養成講座など）、その他のキーワードを記入してください。

紹介するグループ・活動のホームページがある場合は、URL欄にアドレスを記入してください。それによって、公益社団法人日本建築士会連合会のホームページから、紹介するグループ・活動のホームページへのリンクができることになります。

グループ概要の備考欄には、活動の協働・協力団体がある場合にはその団体等を記入してください。

活動名称欄には、紹介する活動の名称を記入してください。なお、活動グループ紹介（組織紹介）の場合は、「活動名称」を「活動人数」に変更して、紹介する組織の活動人数を記入してください。

大きな白枠内は、記入例を参考にして、できるだけ写真や図を使用するなど、わかりやすく紹介してください。

地域貢献度・建築士会関係度はそれぞれ5点～１点の5段階で評価し、評価の点数に応じて☆を黒く塗りつぶしてください（独自の判断で結構です。地域貢献度は★★★★★＝大変貢献している、★★★★☆＝少し貢献している、★★★☆☆＝どちらともいえない、★★☆☆☆＝余り貢献していない、★☆☆☆☆＝殆ど貢献していない。建築士会関係度は★★★★★＝100〜80%、★★★★☆＝80〜60%、★★★☆☆＝60〜40%、★★☆☆☆＝40〜20%、★☆☆☆☆＝20%～0％）。

概要シートはPDFファイルに変換して提出してください（ファイルのサイズは5Mバイト以内としてください）。




歴史まちづくり活動 　概要シート
	情報提供内容
	□活動グループ紹介（組織紹介）　　□活動紹介（具体的な活動事例紹介）

	カテゴリー
(複数チェック可)
	□建物単体     　　□地域・まちなみ
□調査・研究    □保存・利活用     □活動・イベント    □災害復旧      □その他

	キーワード
	

	ブロック名
	建築士会名
	支部(地域会)名

	
	
	

	グループ概要

	活動団体名
	

	連絡先住所
	

	代表者名
	
	TEL
	

	シート作成者
	
	E-mail
	

	活動開始年
	
	URL
	

	備　考
	（活動協働団体等記入）

	活　動　名　称
	（活動グループ紹介（組織紹介）　の場合は見出しを「活動人数」に修正して記入）

	

	地域貢献度
	☆☆☆☆☆
	活動を通じた課題や展望
	

	建築士会関係度
	☆☆☆☆☆
	
	



歴史まちづくり活動 概要シート　記入例1
	情報提供内容
	□活動グループ紹介（組織紹介）　　☑活動紹介（具体的な活動事例紹介）

	カテゴリー
(複数チェック可)
	☑建物単体     　　□地域・まちなみ
□調査・研究    ☑保存・利活用     □活動・イベント    □災害復旧      □その他

	キーワード
	#近代(戦後) #登録有形文化財 #円形校舎

	ブロック名
	建築士会名
	支部(地域会)名

	北海道
	北海道建築士会
	室蘭支部

	グループ概要

	活動団体名
	むろらん100年建造物保存会

	連絡先住所
	*******************

	代表者名
	*************
	TEL
	*******************

	シート作成者
	*************
	E-mail
	*******************

	活動開始年
	2015年
	URL
	*******************

	備　考
	（活動協働団体等記入）

	活　動　名　称
	旧絵鞆小学校2棟保存活用事業

	●取組の目的・背景
2015年に閉校した室蘭市立絵鞆小学校、全国的も珍しい2棟の円形校舎。設計者は坂本鹿名夫氏。
室蘭市が耐震不足を理由に体育館棟解する方針打ち出しため市民団体で2棟とも保存活用する署名活動を開始。
●取組の内容
〇室蘭市長と対談　〇署名活動開始　〇講演会やワークショップなど開催　〇見学会実施　〇公募に応募（落選）　〇クラウドファンディグ実施
●取組の成果
当初は、プロジェクトとして室蘭市側の話合いを続けが打ち出た公募に応したが、資金計画を理由落選。その後クラウドファンディグを実施し、多くの賛同と予定金額達成たで室蘭市より条件付き購入することになった。
●取組の課題と期待
歴史的建造物の保存活用に関して認知が特定方たち以上広まらない。
内部の活用法や資金面がクリアにならいと歴史的・建築価値あるかと言って残そう動きにはならい。
また、・・・・・・
[image: ][image: ][image: ]

	地域貢献度
	★★★★★
	活動を通じた課題や展望
	

	建築士会関係度
	★★★★☆
	
	


歴史まちづくり活動 概要シート　記入例2
	情報提供内容
	☑活動グループ紹介（組織紹介）　　□活動紹介（具体的な活動事例紹介）

	カテゴリー
(複数チェック可)
	☑建物単体     　　☑地域・まちなみ
□調査・研究    ☑保存・利活用     ☑活動・イベント    □災害復旧      □その他

	キーワード
	#近代建築 #景観

	ブロック名
	建築士会名
	支部(地域会)名

	中国四国
	山口県建築士会
	山口支部・下関支部・宇部支部・新南陽支部

	グループ概要

	活動団体名
	NPO法人まちのよそおいネットワーク＆山口近代建築研究会
	連絡先住所
	*******************

	代表者名
	*************
	TEL
	*******************

	シート作成者
	*************
	E-mail
	*******************

	活動開始年
	１９９２年
	URL
	*******************

	備　考
	（活動協働団体等記入）

	活　動　人　数
	団体全体　27名、うち建築士　16名 〔2021年6月現在〕

	●活動目的　「近代建築」「町並み」「景観」の顕彰、保存、活用
●活動履歴
1992.2     まちのよそおいネットワーク設立。定例会と「手作り景観賞」の活動をメインとする。
2000.3     まちのよそおいネットワークがNPO法人として設立認可。
2002.7     山口近代建築研究会設立。テーマとメンバーが重なるため、以後定例会を合同で開催。活動テーマを「近代建築」「町並み」「景観」とする。
2003.3～   「山口近代建築セミナー」実施。研究会誌「山口近代建築研究」も発行。
2005.6～   西日本新聞に「山口近代建築探偵」を連載。記事をまとめた冊子を関係機関に配布。
2006.2～   山口県景観シンポジウム主催・共催(06、07、09年)
2009.10～  近現代建築マップ作成配布(山口市、下関市)
2011.11～  建築士会山口支部と「アートふる山口」に参加
2014.11～  77「町並み散策クイズラリー」(2014山口、2015宇部、2017下関)。
2016.7     「山口県旧県庁舎及び旧県会議事堂創建100周年記念事業」を県・県議会と共催で実施。
2017.2～   「岩国市旧本郷村庁舎の歴史的価値を再考する」報告会実施。
2017.5～   NHK山口放送局「情報維新やまぐち」にて山口の近代建築や研究会活動を紹介。
2017.8～   「渡辺翁記念会館開館80周年記念事業」を宇部市・宇部の村野建築を考える会・日本建築
学会中国支部などと実行委員会形式で実施。
2017.8～   ①親と子の建築講座「村野藤吾になって建物を模型で作ってみよう」、②村野建築模型展、
③記念講演、④記念シンポジウム
2019.6～   桂ヶ谷貯水池堰堤の整備活用検討会立ち上げ。見学会、講演会等実施。
2019.11    下関の建築文化を考える講演会＆シンポジウム「未来に残すべき建築」を開催。
2020.1     「建築士が撮った～山口の近代建築写真展」開催
2020.4～   「やまぐち近代建築ノート」を山口新聞に連載開始
2020.12～  防府市・宮市商参会保存活動。防府市長、教育長宛てに保存要望書提出。 
●受賞歴
1995.9     日本建築士連合会まちづくり賞受賞　「手作り景観賞～市民が選ぶ街の景観」
2018.5     (一社)山口県建築士会地域貢献奨励賞、山口市都市景観賞奨励賞受賞
2018.8     (公社)日本建築士会連合会まちづくり賞奨励賞
2019.5     (一社)日本建築学会中国支部 2018年度中国建築文化賞人物・団体部門受賞

	地域貢献度
	★★★★★
	活動を通じた課題や展望
	

	建築士会関係度
	★★☆☆☆
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